
●日本からの出展

「製造業は、今日のように熾烈な競争と激動が続く国際
見本市のなかで生き延びるには、効率的なプロセス且
つエコフレンドリーな素材や材料と持続可能な製品の
インテリジェントなミックスが何より重要である」

ドイツメッセ株式会社代表取締役社長
ヴォルフラム・フォン・フリッチ

　ＮＣネットワークは、シンボルロゴ「cool japan technology
＜心技＞」を掲げ、日本企業12社とともに、ハノーバー・メッセ
2012に初出展いたしました。
　我々が出展した「インダストリアル・サプライ（産業用部品）」
は、同メッセ８部門のうち、中小企業や下請産業のショーケース

となっている部門です。メッセ全27ホール中４ホールを占め、工
業部品および材料のサプライヤーたちは、ここで製品開発の最
新成果を発表します。
　出展ブースには、共同参加社の各展示スペースと広めの商談
スペースをそれぞれ設け、商談スペースの中央には日本酒Barを

　メッセの特徴は、すべての主要産業を多岐にわたり網羅して
いるという点にあります。インターネットが発達し、さまざまな
イノベーションが生まれている現代では、業種を超えたつなが
りが新しい製品・技術を生み出す、製造業の新時代がやってく
ることが予想されます。ハノーバー・メッセは、そのすべてが終
結した、未来の製造業が生まれ得る場でもあります。
　今年は新たに、環境技術を対象とした新たなプラットフォー
ム「Industrial Green Tec（国際環境保全技術見本市）」を発足さ
せ、初めて出展社と来場者が業界や業種の枠を超え、技術的ソ
リューションを探求する機会を持ちました。
　ハノーバー・メッセ2012の主要テーマは“greentelligence
（グリーン知能）”。製造業界で長期的に競争力を維持するために

は、自社の製品と製造工程が持続可能であり、かつ環境に優し
く、効率的でなければならないとの考えのもと、環境保全技術を
産業成長の主導的牽引力ととらえた開催となりました。

　世界最大規模であるハノーバー・メッセは、日本の展示会と
のスケールの違いが一目瞭然です。会場は東京ドームの20倍と
巨大で、展示面積は東京ビッグサイトの６倍以上。敷地内は歩い
て移動するには広すぎるため随時巡回バスが行き来していま
す。全27ホールに加え屋外でも開催し、期間は５日間です。各展
示ブースは日本とは違い色使いが艶やかで、ダイナミックな造
りが目立ちました。

設置。立ち寄った来場者に日本酒を振る舞い、大盛況となりまし
た。
　出展社の中には、海外展示会初出展の企業も数社ありまし
た。海外展開の第一歩として、現状の自社製品で取引ができる
のか手応えを知ることや、情報収集が出展目的として挙げられて
いました。今年の出展を経て、来年の「ハノーバー・メッセ
2013」への出展をすでに決定している企業もあり、本年の出展
が、情報収集や今後の自社の方向性を見いだし、海外展開の足
掛かりとなったようです。また、ドイツ滞在１週間にわたる展示会
期間は、共同出展の日本企業同士、親交を深めるよい交流の機
会ともなりました。
　出展企業約5000社という大
規模な展示会の中で、ブースに
は日本の製造業に関心のある多
くの方々が訪れました。欧米から

が半数以上を占め、アジアからも４割近くの来場者がありまし
た。熱心に質問をしてくださる方も多く、資料・サンプルが欲しい
といった興味、関心だけでなく、取引や商談をしたいという具体
的な提案をされる方もおり、日本との取引に対して前向きな姿勢
が見られました。技術力や品質で海外市場に入り込める余地は
十分にあります。また、会場で行ったアンケートでも、日本製造業
に対し、技術・品質について高いイメージを持っているという結
果が如実に現れました。反対に、コストについて安いという声は
少なく、11％でした。ただし、けっして高価格という認識でもあり
ませんでした。
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参加企業様ご紹介
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得意技術 ＆ 特異技術
　NC自動旋盤をはじめ、専用機を含めた約200台の設備を所有し、φ1
～φ80まで幅広く対応します。自社開発商品である製品蓄積収納装置(ダ
コンアンシン)は、切削加工業界では1500台以上の納品実績を誇ってい
ます。

・自動車部品製造　・通信機器部品製造　・住宅設備部品製造
＜主要三品目＞

株式会社 伊藤精密製作所

〒503-0321 
岐阜県海津市平田町今尾1663-1 　
TEL：0584-66-2633　FAX：0584-66-2757　　担当者：小川 朋有

『海外では名も知られていない当社ですが、“日本”というブランドで
品質や技術の面で安心され、見積依頼が何件かありました。また、
中国企業からも中国にはない高い加工技術力が評価され、加工依
頼がありました。次回は、アピールする技術力を絞り込んでＰＲし、自
社製品「ダコンアンシン」についても一見して用途が伝わる展示方
法を考えたいです。今後は、実績と信頼感を積むために、ローカルの
エージェントと組み仕事をしていく必要性を感じました。』

得意技術 ＆ 特異技術
　業界トップレベルのパンチング加工技術を保有し、各大手メーカーを始
めとする様々なお客様から品質・価格等に高い評価を得ています。板厚
より小さい孔径および小さい骨のプレス加工を「スーパーパンチング」とし
て高付加価値にて実現しました。

・各種織金網　・打抜金網(パンチングメタル)　・各種金網加工品
＜主要三品目＞

株式会社 奥谷金網製作所

〒650-0025
兵庫県神戸市中央区相生町4丁目5-5
TEL：078-351-2531　FAX：078-361-1484　　担当者：奥谷 忠彦

『パンチングメタルの中でもハイレベルな加工技術である「スーパー
パンチングメタル」が世界に通用するのか、またニーズがあるのかを
視察しに行きました。あとは海外販路を見つけることが目的でした。
結果、見積依頼が数件、問合せが数十件もあり好評でした。今後
は、分かりやすい表現で展示会出展しアピールしていくとともに、ド
イツ語対応、ドイツ人に分かるような英文のＨＰを作りたいです。』
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